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上
に
当
て
は
海
外
殖
民
地
に

基
く
政
策
か
ら
英
蘭
蘭
係
ご
佛
西
關
係
ざ
は
、
英
國
及
西

國
を
し
て
一
六
三
ケ
年
以
來
和
蘭
ご
佛
蘭
西
ご
に
當
る
爲

に
、
季
和
關
係
を
結
ぶ
様
に
な
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、

一
六
五
〇
年
に
は
英
國
は
合
同
し
て
、
佛
領
∩
巴
鉱
・
。
を
占

領
せ
む
こ
ご
を
、
西
國
に
申
込
ん
だ
事
が
あ
る
が
、
西
國

は
英
海
軍
が
同
地
黙
の
占
領
後
、
英
海
峡
を
支
配
せ
む
事

を
恐
れ
て
、
之
を
諾
し
な
か
つ
把
事
が
あ
る
○
（
”
舞
訂
堕

第
二
巻
　
　
叢
　
凱
　
　
第
十
七
世
紀
に
於
け
る
英
佛
同
撒
及
英
國
侵
入
薄
霞
に
就
て

第
ご
號

山ハ

ﾜ
　
　
（
一
一
五
一
）



第
二
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
第
十
七
世
細
に
於
け
ろ
英
佛
岡
盟
及
英
陶
侵
入
計
賓
に
就
て
　
　
　
第
工
事

じ
く
：
露
ρ
σ
q
識
8
器
O
①
巴
芝
。
罫
。
」
ご
〔
｝
】
一
ρ
O
鋤
丁
い
と
叉
之

に
樹
し
て
佛
國
は
英
西
の
親
近
を
恐
れ
．
し
。
｝
）
§
・
2
。
9
興
，

雪
己
の
U
§
琴
搾
共
同
占
領
を
英
國
に
申
出
し
た
事
が
あ

る
。
（
閃
統
。
諮
0
7
＞
ヨ
σ
霧
繋
創
。
戦
∩
δ
巳
冨
．
ひ
冨
欝
欝
8
ン
爵
N
騨
二
P

固
ひ
い
。
－
1
Ω
ゆ
a
買
0
7
＜
o
憎
H
”
∩
ず
”
ワ
　
×
H
H
ε
（
閃
巴
9
闘
9

国
誹
く
。
団
　
Ω
〇
三
田
9
霧
H
b
欝
伽
○
ジ
a
鴇
陛
Ω
る
讐
¢
ご

〉
㍉
¢
嘱
し
。
ρ
α
σ
団
養
鵠
6
①
い
○
鴬
Q
α
に
嵐
圃
三
ω
鼠
お
α
o
筈
9
越
瓜
一
】
●

日
9
き
罫
℃
巴
，
H
。
。
。
。
い
）
鋸
歯
は
喜
ん
で
嗣
序
し
、
｝
♂

μ
①
歌
も
2
・
五
千
の
兵
を
U
o
く
醇
に
集
め
た
が
、
大
陸
に
英
風
【

の
立
脚
地
を
得
る
事
は
、
佛
國
に
ご
り
て
恐
る
恥
き
こ
ご

で
あ
る
か
ら
、
竃
窓
旨
旨
は
躊
躇
し
て
、
終
に
事
實
こ
な

ら
な
か
つ
π
o
（
じ
。
乙
Q
β
・
晩
費
（
δ
ξ
劉
．
＝
．
晶
爵
卑
●
皇
昏
。

舛
害
色
に
O
p
／
圃
○
げ
ノ
．
界
切
0
9
《
区
｛
切
．
○
渚
h
｛
。
。
。
。
○
。
）

（
Ω
①
a
凶
コ
2
，
・
も
リ
カ
占
δ
ヨ
ノ
！
，
「
毒
婦
　
寓
9
・
N
巴
p
凶
p
δ
い
い
鴇

国
コ
σ
q
・
二
｛
。
。
『
切
。
く
冨
≦
×
び
轟
む
・
碧
畠
三
助
k
o
し
・
薬
老

σ
団
躍
答
ぎ
ρ
國
｛
・
）
か
く
て
一
六
五
四
年
迄
、
無
界
は
何

れ
の
昧
方
こ
な
る
か
、
班
ら
な
か
っ
た
の
で
め
る
が
、
其

ゐハ

Z
　
　
（
二
五
二
）

勢
力
は
何
れ
の
國
に
も
敵
ご
し
て
恐
る
黒
く
，
昧
万
こ
し

て
頼
る
可
き
が
朋
で
あ
る
」

果
し
て
～
、
潟
寓
鞘
町
二
國
は
夏
に
英
國
に
過
っ
て
、
同

時
に
攻
撃
同
盟
を
申
込
む
だ
の
で
あ
っ
党
。
雷
）
、
先
っ
英

田
の
交
渉
を
述
べ
て
見
る
ご
、
西
國
は
■
∩
無
含
の
共
同
攻

略
ご
、
㌶
嚢
環
…
二
反
劃
蕪
の
助
・
刀
を
申
込
む
だ
が
、
之
に
勤

し
て
英
國
は
、
（
一
）
に
は
西
印
度
の
件
を
避
雷
し
、
西
國

が
、
一
六
三
〇
年
以
．
來
英
國
民
の
受
け
だ
損
筈
に
封
し
、

相
當
賠
償
を
な
し
、
（
．
．
9
皇
図
。
甘
…
亜
門
旦
芸
σ
σ
｝
Q
ハ
乙
、
ご

同
地
方
に
於
け
る
、
英
棚
商
費
の
白
糟
通
商
を
許
す
事
を

求
め
Ω
（
、
；
寛
3
匹
亀
e
蕊
・
鉱
ざ
u
3
「
鴇
Q
二
「
℃
8
三
。
二
、
｝
ろ

け
毎
号
蚤
筈
袋
．
．
×
二
）
に
は
宗
敏
裁
剃
の
件
を
串
出
し
、

西
印
度
に
於
て
英
國
気
象
は
、
新
敏
凝
望
を
威
嚢
に
し
て

置
く
束
辞
せ
ら
れ
重
事
を
．
求
め
て
居
る
Q
〔
、
・
ジ
、
◎
（
δ
…
「
。
島

誓
。
謬
帥
一
写
録
，
画
聖
夢
暮
昏
①
k
⇒
二
σ
q
す
帥
翻
o
o
｝
）
け
ゴ
。
搾

塵
σ
一
〇
ψ
3
昏
w
罵
℃
δ
一
（
0
5
δ
¢
×
9
0
7
0
穿
鼠
「
一
∂
o
寡
楓

O
h
お
＝
⑳
δ
障
ε
鴨
概
要
ド
。
甥
δ
ω
．
ご
（
O
隣
ユ
〉
ま
∬
港
o
o
r
～
て
こ

ワ

魯



〔
鷹
島
！
養
乙
y
塗
出
馨
獅
o
h
一
望
ジ
ぎ
二
六
奮
●
切
。
。
一
凸
昌

　
Ω
ゑ
）
．
回
．
団
O
乱
‘
6
0
己
然
し
之
は
到
底
、
西
國
の
同
意

し
得
切
所
で
あ
乃
○
匿
即
昂
。
は
之
が
欝
病
國
民
に
ご
り
て

は
ふ
侮
辱
に
等
し
い
富
戸
で
あ
る
、
ご
書
い
て
居
る
が
、

・
．
）
（
二
三
・
？
野
島
と
｛
“
壽
【
・
・
い
菓
し
て
西
班
牙
は
、
面
白

い
拒
絶
を
し
て
、
乃
ち
こ
の
要
求
を
以
て
油
壷
の
爾
眼
を

要
求
す
る
に
等
し
い
こ
し
て
居
る
の
で
あ
る
Q
（
占
）
（
国
ρ
；
、
ρ
．

「
密
ム
搾
。
鱒
G
鍵
ジ
、
す
し
り
宅
α
9
ノ
，
・
）
か
く
の
如
く
到
底
二

國
の
主
義
ご
利
纏
ご
は
一
致
し
な
い
。
既
に
英
國
艦
隊
の

強
大
な
る
二
隊
は
、
同
・
年
ク
リ
ス
マ
ス
の
翌
日
、
℃
o
戦
冨

ヨ
O
暮
ゴ
軍
港
を
田
即
し
、
一
は
地
中
辮
べ
、
一
は
西
印
度
へ

各
々
西
國
征
伐
め
途
に
上
っ
た
の
で
あ
る
0
8
＞
次
に
叉

馳．

p
佛
の
交
渉
を
見
る
ご
、
佛
國
は
U
§
同
《
三
（
共
同
攻
略

及
占
領
後
之
を
英
領
こ
す
る
事
、
及
西
印
度
征
伐
に
、
多

量
の
補
助
金
を
出
す
こ
ご
を
申
患
で
、
之
を
好
餌
こ
し
て

．
兎
に
角
、
佛
國
の
孤
立
を
救
ひ
、
國
内
不
李
派
の
策
源
を

絶
ち
、
西
國
を
苦
し
め
む
ご
し
、
先
づ
英
佛
の
尋
和
締
結

　
　
　
．
第
二
巻
　
、
叢
　
設

第
十
七
世
紀
・
」
於
け
ろ
英
佛
圖
蕪
及
英
國
侵
入
計
欝
に
就
て

を
孟
重
し
て
屠
る
。
（
Ω
憂
琴
寓
◎
葺
國
ど
英
國
は
佛
國
の

ヵ
を
か
り
て
、
西
國
か
回
》
c
讐
及
『
◎
δ
繊
か
ら
持
異
る
、
劣

量
の
金
塊
を
得
て
、
國
富
を
致
し
度
い
か
ら
、
之
の
申
串

に
は
傾
耳
し
た
。
〔
9
言
ぎ
恥
冨
β
／
ζ
－
O
δ
’
く
夢
。
こ
皆
璽

H
＆
二
琢
蔓
鴛
像
G
G
【
ご
一
勘
・
o
G
・
一
山
o
o
瞠
／
，
踪
）
そ
こ
で
兎
に

角
、
尋
和
魂
約
を
結
ぶ
こ
ご
》
し
、
じ
弓
征
箭
一
件
は
爾

後
の
交
渉
…
し
、
先
づ
佛
國
に
あ
る
英
王
及
王
難
、
其
他

亡
命
者
を
、
斯
界
が
國
外
に
放
逐
す
る
事
を
求
め
、
そ
の

同
意
を
得
た
の
で
め
る
が
、
こ
の
交
渉
中
に
於
て
、
遇
々

英
國
の
宗
敏
的
の
外
交
方
針
を
、
傍
か
ら
讃
重
し
う
る
様

な
事
件
が
生
じ
お
の
で
め
る
。
即
ち
、
英
國
が
佛
幽
こ
の

親
和
を
求
む
る
の
は
、
佛
國
よ
り
も
猶
荘
園
的
な
、
西
國

に
算
す
る
爲
で
、
佛
國
ご
の
接
近
は
、
軍
に
物
質
的
の
方

面
で
、
得
ら
る
》
の
で
あ
る
が
、
此
問
に
も
い
か
に
英
國

が
、
新
塾
徒
全
体
の
利
盆
を
計
る
に
、
専
心
で
あ
っ
詑
か

や
鳴
る
の
は
、
是
事
件
で
あ
る
。
即
ち
當
時
佛
國
の
孚
屡

國
で
あ
っ
だ
、
伊
太
利
北
部
の
留
く
。
》
・
画
聖
内
に
鞭
て
新

　
　
　
　
　
　
　
轄
四
　
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
（
二
五
三
）



第
ご
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
第
＋
七
世
紀
に
於
承
る
尊
慮
同
盟
及
英
國
侵
入
計
窺
に
就
て

第
ご
號

六
八
　
（
二
五
四
）

敏
徒
（
國
謡
。
（
ご
6
暮
。
伍
）
が
追
害
せ
ら
れ
て
居
つ
セ
の
で
あ
　
が
、
更
に
他
の
理
由
賦
、
英
國
侵
入
計
註
の
存
し
た
事
で

、
る
が
、
是
轍
知
が
英
佛
の
交
捗
中
に
英
國
に
到
蕎
し
．
英
あ
る
。

景
気
の
岡
惰
は
、
終
に
四
萬
傍
の
義
粥
金
こ
な
つ
覚
の
で
　
㌧
～
（
ω
）
U
p
、
毛
p
§
”
げ
。
弓
〉
一
副
｛
．
茜
．
｝
毒
’
。
｝
。
ド
．
．
唄
。
一
回
つ
，
一
、
p
一
回
凶
．
§

英
雄
は
佛
國
に
判
し
、
三
新
敷
徒
救
助
を
要
求
し
、
佛
國
　
　
　
h
ロ
、
貯
ρ
｝
．
ヒ
d
。
一
①
峯
・
、
．
。
、
㈹
Φ
・
戸
　
ゆ
、
、
。
三
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一
、
①
一
、
．
麦
・
の
。
護
。
、
、
ゆ
謬
・
｛
の
肘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
圃
巳
乙
巴
彰
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鼠
窪
　
ズ
。
一
9
二
魯
鴇
建
あ
。
｝
暫
一
一
①
湊
。
罠
剛
①
に
ミ
話
。
プ
p
P

が
ω
署
3
・
に
座
ヵ
を
加
へ
る
こ
ご
を
要
求
し
、
而
し
て
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
猛
六
窪
…
ぢ
一
．
島
ψ
葺
至
　
考
碧
Φ
爵
（
朗
。
　
ご
①
”
（
剛
e
吋
　
（
ぎ
二
（
謝
隣
戸
縞
弓
コ
　
碧
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

に
之
を
以
て
？
英
佛
年
和
親
近
の
し
e
罫
①
ゆ
二
p
H
同
。
一
口
ぐ
し
し
　
　
　
帝
づ
窪
葦
。
ソ
ぎ
p
尋
”
；
窒
ぼ
ρ

で
居
る
。
へ
9
象
・
・
ン
M
。
＝
＜
・
Ω
夢
×
×
葦
佛
國
は
之
　
（
轟
）
…
至
青
藷
「
貫
§
；
①
ぎ
言
一
二
§
琶
ぎ

の
要
求
に
貸
し
、
大
に
困
却
し
π
が
、
終
に
之
を
諾
し
、
　
　
　
㎝
薮
讃
…
・
二
冨
／
イ
窒
H
’
5
β
望
。
琶
二
涜
慧
弩
「
ニ
ノ
ぎ

◎
◎
・
ノ
．
H
｝
H
．
一
〇
訟
』
ご
鉱
。
δ
條
約
を
以
て
、
し
∩
9
く
。
図
侯
．
を
し
　
　
　
①
嘱
。
、
・

　
て
新
敏
徒
を
許
す
こ
ご
を
約
せ
し
め
、
か
く
て
鴇
・
×
”
　
　
　
　
　
　
　
陶
高
、
　
　
　
　
　
　
　
．

鵠
蟄
・
西
國
公
使
は
劉
9
こ
§
を
退
去
し
、
園
田
英
は
西
．
　
英
國
侵
入
計
叢
ご
六
事
は
、
西
洋
史
上
可
な
り
荷
白
い

に
宣
戦
し
、
典
父
横
目
、
英
佛
親
和
條
約
（
∫
．
茸
雲
輿
累
費
　
事
件
で
、
眞
面
目
な
論
交
．
又
滑
稽
化
し
た
離
塁
、
戯
書

寄
一
①
緒
）
。
が
、
成
立
す
・
る
こ
ご
～
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
等
甚
劣
い
○
さ
て
前
蓮
の
如
く
、
再
畢
を
志
し
て
居
る
英

2
。
三
茜
5
搾
○
高
、
・
一
三
＄
＝
両
ぎ
9
国
富
芭
ρ
ρ
一
ひ
。
い
－
王
に
は
、
今
や
英
三
二
國
が
交
戦
關
係
に
存
す
る
こ
ご
は

δ
ひ
9
Ω
声
望
×
く
一
㌦
×
｛
×
．
）
如
斯
、
英
國
が
佛
國
ご
親
和
　
好
都
合
で
あ
る
。
殊
に
當
時
英
島
内
に
も
内
癒
者
あ
り
議

し
、
猶
そ
の
團
結
を
固
く
せ
む
．
こ
し
だ
の
は
、
當
時
英
艦
　
會
に
も
政
府
反
封
論
者
等
の
所
謂
竃
些
σ
q
田
同
暮
も
多
い
の

隊
の
西
園
度
毎
伐
の
失
敗
の
事
件
の
促
す
所
、
で
も
あ
っ
た
　
で
め
る
か
ら
、
英
王
が
之
の
好
機
會
を
利
用
せ
む
ご
し
た



の
は
豊
幌
で
あ
る
。
要
望
西
班
牙
に
ご
冒
し
は
、
英
画

聖
季
蕪
の
煽
動
ご
、
官
記
保
護
ご
は
、
英
國
を
苦
し
む
る

に
カ
あ
る
事
が
朋
で
め
る
か
ら
、
之
を
利
用
せ
む
ご
す
る

考
が
あ
る
Q
そ
れ
で
是
年
半
は
相
結
ん
で
、
終
に
F
囲
く
・

μ
α
削
節
の
、
十
王
及
西
國
問
の
秘
蜜
條
約
こ
な
っ
た
の
で

あ
る
℃
即
ち
二
者
相
結
び
て
、
所
謂
㏄
冨
三
旨
Ω
ご
二
6
望

ω
冨
三
ミ
琶
昆
を
、
計
書
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
。
之
條

約
に
由
れ
ば
（
一
）
西
國
は
兵
六
千
を
以
侵
路
を
企
つ
。
（
二
）

英
王
は
亡
命
者
を
糾
合
し
陀
る
軍
を
作
る
。
（
三
）
西
國
は

之
を
翰
屯
す
る
船
舶
及
軍
資
を
出
す
Q
（
四
）
西
國
は
年
額

七
千
勝
を
勤
王
に
邊
る
。
（
五
）
英
王
再
即
位
せ
ば
葡
萄
牙

征
服
に
西
國
を
助
け
、
且
英
國
は
其
占
領
し
早
る
西
印
度

地
方
を
西
國
に
返
還
す
ご
云
ふ
事
が
あ
る
。
（
Ω
耳
。
＆
9
ご

寓
。
集
×
＜
・
）
而
侵
入
軍
は
9
斤
Ω
乱
よ
り
乗
船
し
て
竃
レ
”
三

に
上
陸
し
、
同
地
の
不
年
蕪
ご
合
し
、
更
に
英
農
に
攻
入

る
計
書
で
あ
っ
把
ら
し
い
。
迂
回
の
途
を
選
む
だ
の
も
、

意
昧
が
あ
る
所
で
め
る
Q
　
も
（
9
0
ヨ
’
器
一
r
、
伍
一
〇
げ
『
触
ε

寓
g
噸
O
「
O
B
巧
。
F
討
ε
。
機
Ω
。
器
髭
c
P
冨
》
二
遷
圃
陪
μ

困
二
婁
と
～
≦
首
」
邑
一
鴇
．
諺
轟
・
δ
い
ひ
）
然
し
英
海
軍
の
張

大
ご
、
英
政
府
の
武
断
政
治
ご
は
、
侵
入
軍
の
墨
黒
も
、

不
李
蕪
の
蜂
起
も
、
ざ
も
に
不
可
能
に
終
ら
し
め
花
。
是

裾
合
に
於
て
9
0
ヨ
ニ
δ
＝
の
暗
殺
に
因
っ
て
超
る
、
邸
内

秩
序
の
下
線
を
利
用
す
る
こ
ご
は
、
侵
入
計
企
煮
の
常
然

思
付
く
所
で
あ
る
か
ら
、
暗
殺
計
書
は
度
々
行
は
れ
た
の

で
あ
る
Q

　
既
に
夙
く
＜
●
同
α
い
9
Ω
の
舞
a
ご
判
者
の
、
暗
殺
計
叢

の
失
敗
が
あ
っ
て
か
ら
口
費
養
艮
ω
o
×
σ
｝
・
（
＋
a
い
。
。
）
は

英
島
ご
｝
弓
冨
鼠
。
門
止
を
往
來
し
て
、
度
々
計
塾
し
て
居

る
Q
中
に
も
ン
陰
．
。
い
u
∩
ヨ
瓢
Ω
．
o
o
ヨ
σ
（
＋
【
α
ぐ
）
の
暗
殺
計

書
（
ω
　
岡
山
O
へ
O
O
【
5
び
炉
．
歯
Q
壁
）
が
最
著
し
い
○
彼
は
ひ
層
提
督
軌
§

h
Q
”
昼
9
μ
西
郊
寓
⊆
ヨ
ヨ
。
2
鼠
慈
の
料
理
店
の
窓
か
ら
、

ピ
。
乙
一
、
3
．
0
9
窪
の
・
鵠
誓
も
岬
O
p
O
o
g
素
通
る
路
を
、
狙

撃
せ
む
ご
し
て
失
敗
し
、
其
翌
々
日
乏
｝
騨
魯
鑑
Ω
類
鷲
二

五
皆
式
の
夜
、
之
に
放
火
し
て
、
混
難
中
屠
殺
を
逡
げ
む

第
二
懸
　
　
叢
　
訟
　
　
第
十
七
世
紀
に
於
け
ろ
英
佛
圃
盟
及
英
雄
侵
入
計
叢
に
就
て

第
二
號

ぬハ

縺
@
（
二
九
五
）



第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
第
十
七
世
紐
に
於
け
ろ
焼
餅
同
盟
及
英
圃
侵
入
計
盛
に
点
て

脚弟

@
二
　
號
r
　
　
　
七
〇
」
（
二
五
山
ハ
）

こ
し
た
が
捕
へ
ら
れ
、
次
で
も
り
。
×
σ
団
も
捕
ハ
、
ら
れ
だ
Q
　
　
に
其
機
會
を
失
ふ
様
に
な
つ
だ
の
で
あ
る
Q

（い

g
ξ
霧
ω
○
詳
幽
囚
蓼
、
．
H
ハ
三
｛
霞
き
7
．
ぎ
．
量
，
㌦
ゴ
、
葺
巳
　
・
（
o
）
≦
。
母
2
る
）
；
さ
・
＝
ぎ
［
3
⑦
。
｝
・
｛
2
。
訂
一
図
霞
。
「
。
コ
副
首
識

㎞
雄
｝
山
○
】
冨
三
碧
≦
げ
…
O
】
圃
臼
乱
O
「
け
｝
｝
O
鯵
容
」
鑑
O
O
戦
　
～
ぐ
一
一
…
鎗
】
一
　
　
　
　
（
｛
o
ム
鷺
2
【
o
ぎ
≦
〔
圃
①
一
ユ
p
ご
＾
ご
鴛
副
門
馬
纂
潔
聾
」
2
4
a
一
蹴
ぎ
’
、
o

＞
浮
跡
（
マ
Φ
♂
く
ξ
窪
p
℃
0
7
の
圃
8
『
け
慣
磐
四
二
。
圃
（
一
〇
層
ひ
霧
　
　
　
！
、
。
門
馬
澱
層
①
三
門
。
。
同
『
⑦
脇
剛
）
。
一
り
・
　
Φ
一
ノ
。
Φ
三
篇
囲
墳
9
θ
卍
。
。
ぼ
停
コ
官
戸
Φ
三
ρ
∋
帥
跨

、
自
巴
ぎ
（
Q
り
附
レ
〔
醇
8
嵩
9
5
）
奪
g
．
9
霧
糟
】
三
一
ご
ヨ
。
　
　
z
p
叶
津
」
．
曜
「
『
．
貝
賊
p
一
ゆ
圏
p
顕
一
↑
幽
．
剛
り
．
μ
哩
。
ご
弓
旨
二
ご
。
『
Φ
・
勺
。
ミ
”

｝
麺
鳥
σ
6
0
昌
お
σ
q
…
ω
富
零
集
づ
・
…
叶
ド
　
切
三
脚
話
　
Q
＆
　
O
麟
・
P
　
　
　
　
　
　
　
四
、

簿
。
・
．
．
，
客
ρ
ユ
リ
・
、
餌
顕
》
槻
戦
粋
』
、
罵
）
か
く
て
暗
殺
も
成
ら
す
、
　
5
、
警
首
古
書
和
以
後
、
二
塁
相
互
の
形
勢
は
、
是

不
李
蕪
は
墨
型
ぼ
臼
の
増
大
で
、
捕
縛
の
頻
々
陀
る
爲
に
、
　
親
和
の
關
係
を
一
蓋
強
く
す
る
必
要
を
生
じ
て
來
携
り
殊
∵

蜂
起
の
機
會
？
、
英
王
は
た
や
。
・
．
。
．
三
に
、
廿
二
隻
の
に
英
に
落
て
は
・
そ
の
國
是
か
ら
自
然
に
出
禽
西
策

軍
船
（
O
註
①
9
回
）
を
用
意
し
、
歩
兵
…
萬
騎
兵
一
千
鯨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
獅
侵
入
計
国
策
共
に
、
佛
國
の
助
力
を
必
要
こ
し
、
佛

備
へ
、
竃
臼
．
ゆ
戸
言
○
…
○
§
9
二
は
0
り
8
9
乙
一
）
即
三
岡
碧
姦
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
叉
國
内
不
馴
払
底
徒
、
叉
貴
族
鱈
侶
議
曾
の
反
政
府
窯

の
孚
論
に
集
慈
し
む
ご
し
陀
が
、
英
艦
隊
の
封
鎖
の
爲
、

侵
入
軍
は
出
還
し
得
な
い
○
王
は
英
島
内
の
不
が
蕪
蜂
起
　
に
配
し
、
填
家
に
熱
し
ち
英
隅
を
味
方
こ
す
る
、
利
爲
を
認

を
ま
ち
、
不
否
窯
は
英
王
者
の
侵
入
を
ま
つ
問
に
・
英
図
　
め
て
居
る
の
で
、
當
時
　
寓
、
．
拶
呪
ず
臼
も
英
共
和
國
の
強
大

政
府
は
是
形
勢
に
促
さ
れ
、
猛
佛
國
こ
の
親
和
關
係
を
強
　
を
豫
想
し
て
居
る
。
．
二
ぬ
（
欝
爾
。
・
・
α
二
（
ご
・
’
凶
乱
ζ
瓢
瀞
｝
・

く
し
、
攻
守
嗣
盟
を
作
る
事
こ
な
り
、
侵
入
軍
の
思
至
地
　
　
↓
9
ゴ
。
／
．
搾
δ
綴
・
／
．
一
剛
㌔
．
い
ン
／
、
歴
　
蕊
δ
の
き
葎
○
漏
貯

を
攻
賂
す
る
事
こ
な
つ
π
の
で
、
英
國
侵
入
計
書
は
二
野
．
博
く
ぎ
三
尊
○
．
〆
＜
㍉
鯛
痢
簿
9
華
甲
鴇
§
∩
ρ
＜
鼻
一
｛
｛
．
○
添
煽



蕊
k
）
然
し
士
庶
大
國
が
大
陸
に
一
地
黙
を
占
領
す
る

こ
ご
は
、
佛
…
國
に
頚
り
、
配
る
可
き
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、

U
二
三
二
一
マ
　
一
件
は
成
可
く
有
耶
無
耶
の
間
に
過
さ
ん
、
こ

し
て
居
る
、
そ
れ
で
元
來
乙
＆
掌
篇
は
其
施
政
外
交
こ
も

恒
に
決
定
的
の
態
度
を
こ
ら
鍛
人
で
あ
る
が
（
≦
聾
。
農
こ
ご

匡
．
○
㌔
ヤ
｝
、
一
①
　
＞
6
2
こ
帥
一
6
＼
o
「
鴨
舜
「
6
ρ
　
幽
い
り
Q
。
↓
M
H
い
・

Ω
三
8
＜
持
客
く
・
ど
撰
）
是
時
一
ヵ
英
公
使
客
ど
8
訂

｝
麺
苫
に
向
て
は
、
是
　
U
写
三
＾
剛
「
ぎ
攻
略
が
二
半
の
名
四

で
あ
る
ご
、
・
言
明
す
る
か
ご
思
へ
ば
、
一
方
に
点
て
は
、

佛
王
い
〇
ニ
ジ
×
フ
．
・
ご
、
西
王
女
蒸
＝
δ
ゴ
茜
器
。
・
。
．
こ
の

結
婚
を
三
州
す
る
ご
云
ふ
標
な
わ
け
で
、
導
く
曖
昧
で
あ

っ
た
が
、
相
悪
く
、
是
攻
賂
は
英
國
に
ご
り
て
は
、
極
必

要
で
あ
る
、
叉
急
を
要
す
る
事
で
あ
る
爲
、
英
政
府
は
嚇

し
叉
す
か
す
標
な
わ
け
で
、
終
に
漸
く
、
Q
ω
。
に
｛
島
①
ミ
●

に
点
て
、
黙
黙
攻
守
同
盟
は
成
立
し
把
の
で
る
る
。
即
ち

（一

j
聯
合
軍
は
、
O
養
お
ぎ
。
ω
M
7
8
＆
）
勇
・
”
b
；
三
（
三
＾
を

陥
る
、
事
。
（
二
）
其
事
佛
國
は
二
萬
の
兵
を
出
し
、
英
幽

は
六
千
の
兵
．
こ
、
是
地
黙
を
充
分
海
上
よ
P
、
封
鎖
し
得

る
艦
隙
を
出
す
事
。
（
三
）
六
千
の
英
兵
の
維
費
の
一
宇
は

佛
園
か
ら
負
節
す
る
事
。
（
四
）
先
づ
始
め
に
9
聖
．
¢
冒
皇

陥
ち
な
ば
、
ご
§
ざ
爵
の
二
塁
こ
し
て
、
英
國
が
占
慷
す

る
事
。
（
五
）
早
舞
〔
望
（
ρ
U
r
【
三
ハ
三
（
占
領
後
は
英
領
こ
な

る
が
、
在
住
の
鷲
敷
徒
は
、
保
全
せ
ら
る
る
事
Q
等
が
協

定
し
て
あ
っ
て
、
（
O
O
（
穿
．
ぎ
～
．
o
ピ
一
く
・
6
冨
℃
・
×
×
×
H
・
）

か
く
て
佛
は
、
し
Q
嚇
P
2
n
筈
。
雪
営
乙
侵
賂
に
着
手
し
得
、

又
下
露
を
一
致
し
得
。
英
ほ
西
を
討
ち
、
侵
入
計
蕾
の
立

脚
黙
を
、
抑
へ
ろ
事
が
出
照
る
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
叉
復
佛
國
は
例
の
如
く
陵
昧
で
、
U
岳
ζ
筈
よ

り
も
寧
そ
の
東
方
の
u
ら
叶
・
ノ
M
9
〔
舞
及
∩
獄
裡
響
受
が
ほ
し

い
、
U
門
色
（
㎞
汗
占
領
を
何
う
か
し
て
、
さ
け
礎
ご
し
て
居

る
。
然
し
英
國
は
之
に
關
せ
す
實
試
し
、
其
・
く
・
六
千
の

英
兵
｝
W
o
三
。
。
剛
δ
に
上
陸
し
、
大
罪
体
の
地
織
封
鎖
も
始

め
る
O
佛
同
門
も
一
致
ゐ
力
な
く
磁
柳
合
・
し
、
い
い
、
H
×
・
ン
｛
簿
益
堵
7
0

陥
落
し
、
英
薫
蒸
國
軍
の
逆
襲
も
失
敗
し
轟
・
ご
・
嵩
魯
・

第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
第
十
七
慢
紐
に
於
け
ろ
英
風
厩
盟
及
英
園
健
纒
綿
霞
に
就
て

第
二
號

七
一
　
（
一
一
門
口
）



第
二
巻
　
　
叢
　
…
説
　
　
第
十
七
世
紀
に
於
け
る
革
、
佛
同
盤
及
墨
蹟
侵
入
欝
蓋
に
鞭
て

英
訳
聯
合
軍
は
大
勝
し
、
蕊
・
ノ
，
H
・
U
§
ζ
穿
は
終
に
占

領
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
同
盟
條
約
の
第
四
條
は
、
論

客
の
佛
に
射
す
る
要
意
を
、
見
る
に
足
る
も
の
で
、
即
時

の
鴬
遷
の
態
度
を
考
ふ
る
に
、
足
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

聯
合
軍
は
二
男
・
5
塗
糟
u
只
嚢
詮
ρ
く
三
9
・
零
2
窪
・

9
乙
ヨ
『
。
等
を
占
領
し
、
属
領
の
一
宇
を
占
領
し
、
英

黒
帯
國
同
盟
の
目
的
を
達
し
丁
零
の
で
あ
る
が
、
ω
H
×
・

δ
い
O
Q
陰
9
8
暑
O
＝
は
逝
去
し
、
共
和
政
府
は
聞
も
な
く
倒

れ
る
、
叉
西
日
は
佛
國
ご
℃
≦
2
り
。
。
。
條
約
を
結
ぶ
に
至

て
、
貧
×
困
・
｝
①
踏
）
茶
園
の
形
勢
は
全
く
墾
遷
し
、
英
佛

同
盟
は
自
然
に
浩
滅
し
π
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。
是

等
の
交
渉
に
覧
て
、
　
O
乙
一
嵩
質
の
性
急
な
熟
烈
な
性
格

ざ
鼠
・
・
鎚
鴨
す
の
巧
妙
な
捕
捉
に
難
い
様
な
性
格
ご
は
、
能

ぐ
表
は
れ
て
居
っ
て
、
二
士
の
至
ら
ん
こ
す
る
希
望
も
見

ぬ
て
居
る
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
實
に
當
時
の
英
國
の
政
策

は
、
第
一
笛
に
述
べ
た
や
う
な
注
。
Ω
ρ
に
導
か
れ
て
居
っ

た
も
の
で
あ
る
事
は
、
是
事
件
を
通
じ
て
見
る
こ
ご
が
出

第
二
號

七
二
　
（
二
五
八
）

來
、
且
一
⑦
α
想
唄
よ
り
一
〇
α
O
頃
に
至
る
、
十
年
聞
の
　
二
階
鼎
…

立
の
西
漱
は
其
間
に
侵
入
計
書
を
挾
む
で
、
當
時
の
徹
底

的
な
英
國
政
策
に
由
て
、
支
配
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
を
、

認
め
得
る
の
で
め
る
○
　
（
〔
9
0
窪
く
。
二
、
。
。
＝
8
跳
δ
G
G
㌘

≦
牒
冨
痴
夢
○
象
冨
芦
・
（
無
》
薦
．
δ
い
N
）
卿
（
い
㍗
♪
義
．

6
ぐ
）
9
＆
8
α
2
ρ
巴
竃
。
b
g
空
ρ
。
箒
σ
8
茸
雲
。
蜜
・

ω
σ
｝
，
・
一
P
こ
お
U
し
≦
h
屡
’
（
門
同
．
・
》
繍
σ
q
●
δ
岩
）
〕
　
（
大
正
五
年
二

月
史
學
研
究
・
曾
講
演
梗
概
）

沁
駄
・
（
9
）
　
、
浄
ρ
門
禽
ご
三
5
g
碧
μ
σ
q
ざ
ぴ
。
凱
、
伽
3
げ
燦
綾
碧
」
　
。
・
興
。
＝
一
聾
〇

　
　
一
）
筏
湊
碧
8
　
粋
H
巴
〇
三
①
『
℃
o
ξ
　
ε
F
5
㏄
o
q
。
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